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所在地
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雲南ウッドプロジェクト「雲の輪」

達家　善継 たつか　よしつぐ

カモミールポット　代表



略歴

著書・論文等

○

取組の内容

雲南ウッドプロジェクト「雲の輪」

雲南市では令和３年度に林業振興方針を定め、これに基づく木材利用商品開発事業を進めることになりました。しかし
ながら、市内事業者により企画会議などを行うなどして商品開発を実施していましたが、マーケティング・ブランディング、プ
ロジェクトの企画、プロジェクト進捗管理、事業化などを実施する主体となって機能する組織を形成できなかったようで
す。そのため、注文があればモノはつくれるものの、自ら商品を販売し収益事業にしていくことが困難な状況となっていまし
た。
このような状況の中、令和3年10月より林業プロジェクト「雲の輪」商品開発コーディネーターとして木材利用商品開発事
業の会議へ参加し、商品企画からマーケティング、ブランディングなどの実行計画方針の提示、参加事業者とともに実行
しました。取組内容としては、①雲南市開催の商品開発の会議への参加　②個別事業者へのヒアリングやレクチャー、
③製造工場などの現場調査確認、④雲南市の林業振興プロジェクトの木材出口戦略として「雲の輪」プロジェクトを提
案、⑤雲南市内の複数事業者の商品企画プロセスをとりまとめサンプリング、⑥国際雑貨EXPOへ各社の提案サンプル
を出展、⑦展示会後の営業活動支援、というチーム活動を通して、一つの事業主体（雲の輪プロジェクトチーム）を作り
上げました。

1980年：関西大学商学部 卒業
1982-2017年：株式会社フェリシモ入社（旧社名ハイセンス）ファッション、生活雑貨、輸入雑貨等の企画・仕入
　　　　　　　　　を担当
2005-2015年：フェリシモ中国（北京・上海・香港）現地法人出向（董事長総経理）
2017-2019年：株式会社F.O.インターナショナル入社（子供服SPA）経営企画、CSR、中国子会社管理
2019年-現在：a chamomile pot(カモミールポット）設立 代表　ガーデンアドバイス、商品開発からMD、
　　　　　　　　　経営の支援業務
2019年-現在：株式会社アッソインターナショナル　経営企画顧問（婦人靴アパレル）
2022年-現在：株式会社神姫バス　地域事業本部アドバイザー
2020年-現在：島根県ふるさと親善大使「遣島使」を県知事より拝命
2021年-現在：島根県雲南市林業プロジェクト商品開発コーディネーター
2022年-現在：株式会社神姫バス　地域事業本部アドバイザー
※保有資格：一級販売士、繊維製品品質管理士、グリーンナレッジ
【主な経歴】
1985年　直輸入雑貨カタログ「ふらんす絵本」事業立ち上げ
1988年　手作り雑貨カタログ事業立ち上げ（現クチュリエ）、複数のデザイナーズブランド立ち上げ
1992年　米国ガーデン企業Smith&Hawken社との提携事業開始
1994年　10年連続人口増加率No1三田市ウッディタウンへ転居、ガーデニング開始
2001年　三田まちなみガーデンショー、オープンガーデンに参加、主催の三田グリーンネット参画、2012年より
　　　　　 代表を務める
2009年　500色色えんぴつを中国にて生産、中国国内アリババ「T-mall」などECで中国初のサブスクリプション
           販売開始
2010年　上海万博に500色色えんぴつ出展展示話題となる
2011年　北京にて越境ECを開始、日本から中国人に個人輸入販売を行う
2015年　新「500色の色えんぴつ  TOKYO SEED」東京生産開始
　　　　　　神戸市・姫路市・青森県・日向市などの地方創生事業に着手
　　　　　　ふるさと納税のカタログ製作や商品開発アドバイスを地方自治体に行う
2018年　子供服のF.O.インターナショナルのCSR活動として「SmileBabyBOX」出産お祝いの寄贈事業開始
　　　　　　官民連携協定を四條畷市・有田市・寝屋川市と締結し、市からの出産祝いとして子供服を寄贈
2021年　島根県雲南市林業プロジェクト「雲の輪」商品開発コーディネーター就任
2022年　木造移動店舗「AGORA」、ガーデン雑貨「The GARDEN STORY」を「雲の輪」プロジェクトから誕生
　　　　　　「AGORA」1号車「mobile shop Miss Kyouko」を雲南市から営業開始



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

商品開発から事業開発に至る多様なプロセスを数多く経験したことから、いろいろな課題に対してお手伝いが
できるのではないかと思い取り組んでいます。ジャンル問わずご相談いただき可能な範囲で何なりとお役に立ち
たい思います。

（１）木造の移動店舗 mobile shop「AGORA」（アゴラ）
　・地方の買い物難民のための「お買い物課題解決」への貢献
　・商業施設に出店する「固定型店舗ビジネス」の制約を「移動型店舗ビジネス」により解決
　・モバイル移動型店舗とIT/EC技術連携による若い世代の地方での起業化の新たなビジネスモデルの創出
上記コンセプトを立て、市内事業者に依頼し木造のトレーラー・ハウスを制作し、買い物難民のための移動店
舗として販売支援の実施を目的にしました。
外反母趾に悩む高齢女性の婦人靴を企画販売する㈱アッソインターナショナルの「mobaile shop Miss
Kyouko」をAGORA１号機として受託作成し、2022年10月から雲南市内での出店がスタートしました。今後
販売エリアを拡大していく予定としていくため、同社は雲南市に営業所設置し、雲南市を中心とした出店候
補先との交渉を継続的に行っています。
このAGORAは、固定場所を限定することなく移動しいろんな場所で出店可能なモバイルショップとして、今後
も様々な用途で多くの企業と連携した事業を進めていく可能性が広がります。
（２）木製のガーデン家具雑貨「The GARDEN STORY」（ザ・ガーデンストーリ）
市産材と中心とした木材を利用したガーデン家具や雑貨を市内企業の既存の製品や持っている技術などを
活用して企画、デザインを実施。雲南市は古くからたたら製鉄を行ってきたことから地元の金属製品製造の企
業で製作した金物も組み合わせて試作を重ねるなどのコーディネートを行なっています。
約１０種の製品を2023年1月からの販売開始を目標として商品化に取り組みました。関西の企業やガーデン
用品販売店、ガーデナーなどへのヒアリングや調査、商談などを実施し、地域側だけでは実施が難しいマーケ
ティングなども実施しています。
（３）第３回国際雑貨EXPOへの出展
2022年9月28日～30日にインテックス大阪で開催された第3回国際雑貨エキスポに上記（１）AGORA、（２）
ガーデンストーリを出展しました。出展に関して2022年4月から市内事業者中心に準備を主導し、商品の企
画、スケジュール管理、販売戦略、コスト分析、製造工程確認など多岐にわたるコーディネートを行いました。
結果として、展示会では従来の木材製品の展示会とは異なり多様な業種との商談又は名刺交換を行うこと
ができ、今後の商品販売に向けて市内事業者も展望が開け、販売先とのつながりができ、目標が明確になっ
たことから商品開発の意欲が高まっています。

コロナ期であるため、直接顔を合わせて打ち合わせることが制限され、スケジュールの調整や内容の精査に苦
労をしました。

mobaile shop「AGORA」（アゴラ） The GARDEN STORY（ザ・ガーデンストーリ）



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

メールアドレス y.chamomilepot{アットマーク}gmail.com

雲の輪ホームページ https://unnan-kumonorin.jp/

カモミールポットホームページ https://www.chamomilepot.com/

住民参加 その他
その他

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策
自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） ○ 地域ブランディング

その他 その他

働き方改革 ふるさと教育
子どもの貧困対策 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育
○ 結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進
その他 その他

滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援
地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他
7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

避難所運営 地域おこし協力隊の推進
感染症対策 その他

地区防災計画 ○ インバウンド対応
BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流
建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策
集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs
地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 その他
その他

○ 6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策
経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生
○ 地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化


